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高
知
か
ら「
天
下
の
元
気
を
鼓
舞
」せ
よ
！

行 事 予 定（秋・冬）

ワークショップ

９月14日（土）～ 11月24日（日）
立志社創立150年記念企画展

「民権自由の幕開け」
会場：２階特別展示室
※常設展・企画展共通観覧券が必要
・担当学芸員による展示解説

  9  月14日（土）
10月  5 日（土）
11月16日（土）
各日  11時～／16時～（30分程度）
※常設展・企画展共通観覧券をお買い求めの上、
　２階特別展示室にお越しください。

・パネル展
会場：１階自由ギャラリー
※入場無料

12月13日（金）10：00～
◆「兆民忌」
集合場所：高知市筆山登り口（雨天中止）
筆山にある中江家墓所の清掃と墓参り

12月22日（日）13：30 ～
◆第26回　民権凧まつり
「土佐凧を作ろう」
会場：１階自由ギャラリー
参加費：500円

要申込

２月１日（土）13：30～16：30
■高知近代史研究会第120回研究会
「高知県社会運動史研究の

　　　　　　　　　  成果と課題」
講師：吉田文茂氏
　　（高知県社会運動史研究会副会長）
会場：１階研修室

２月13日（木）～15日（土）
◆「民権150年」記念史跡めぐり
「五日市憲法を見に行こう」
場所：甲府市、町田市、東京都
※詳細は友の会事務局にお問い合わせください。

要申込

１月18日（土）～ ２月24 日（月・祝）
■第25回社会科自由研究作品展
会場：１階自由ギャラリー
市内小中学生の社会科に関する研究作品を展示

１月23日（木）10：00～
◆「無天忌」
集合場所：高知市小高坂市民会館（雨天中止）
山ノ端町にある植木枝盛の墓所の清掃と墓参り

１月４日（土）14：00～
◆第26回　民権凧まつり
「土佐凧を揚げよう」
会場：鏡川北岸トリム公園（雨天中止）

９月21日（土）13：30～16：00
◆第24回「県詞の日」記念講演会
「土佐自由民権運動と

　　　   　　  キリスト教について」
講師：黒田若雄氏（高知教会牧師）
会場：１階民権ホール

10月19日（土）10：00～11：30
記念講演会

「中江兆民の時代」
講師：平田オリザ氏
　　（劇作家・芸術文化観光専門職大学学長）
会場：１階民権ホール

９月７日（土）14：00～16：00
連続講座  板垣退助
第４回「隈板内閣の成立と崩壊」
講師：公文豪氏（自由民権運動研究者）
会場：１階民権ホール

10月５日（土）14：00～16：00
連続講座  板垣退助
第５回「板垣退助の
　　　　社会改良・社会政策」
講師：公文豪氏（自由民権運動研究者）
会場：１階民権ホール

10月19日（土）13：00～ 要申込

全国自由民権研究顕彰
連絡協議会（全国みんけん連）
第５回大会記念講演
講師：ヨース・ジョエル氏（高知県立大学教授）
会場：１階民権ホール

定員：各回15名
会場：１階研修室
参加費：500円
※午前・午後とも参加者対象の
　展示クイズラリーあり

午前の部  10：00～12：00
午後の部  14：00～16：00

要電話
予約

本
年
一
〇
月
、高
知
に
て「
第
五
回 

全
国
自
由
民
権
研
究
顕

彰
連
絡
協
議
会
大
会
」（
略
称 

全
国
み
ん
け
ん
連
、二
〇
一
九
年

一
〇
月
に
第
一
回
大
会
）を
、「
自
由
民
権
一
五
〇
年
」を
迎
え
ら

れ
て
い
る
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
な
ど
高
知
の
多
く
の

皆
様
と
共
に
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

全
国
み
ん
け
ん
連
は
、民
権
運
動
の
研
究
顕
彰
等
の
団
体
・

機
関
・
個
人
が「
自
由
に
、ゆ
る
や
か
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

尊
重
し
て
連
絡
や
協
議
等
を
行
い
、か
つ
親
睦
を
図
る
」（
同
会

「
規
則
」）、唯
一
の
全
国
組
織
と
し
て
、大
会
・
研
究
発
表
会
で
民

権
結
社
や
政
党
研
究
で
の
蓄
積
を
重
ね
て
き
た
。

さ
て
、高
知
で
の
自
由
民
権
の「
大
会
」と
い
え
ば
、一
九
八
七

年
一
一
月
の「
自
由
民
権
百
年
第
三
回
全
国
集
会
」が
懐
か
し
く

思
い
起
こ
さ
れ
る
。記
念
講
演
の
江
村
栄
一
氏
は
、「
現
代
の
民

主
主
義
へ
の
危
機
」へ
の「
対
応
」と
い
う
面
よ
り
、「
も
っ
と
深

い
と
こ
ろ
に
あ
る
底
流
」と
し
て
、「
自
立
し
た
人
間
」「
個
人
」が

「
手
を
つ
な
ぐ
運
動
」が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た

（
集
会
記
録『
自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り
』三
省
堂
、一
九
八
九

年
）。一
方
、実
行
委
顧
問
の
遠
山
茂
樹
氏
は
、「
民
主
主
義
に
た

い
す
る
危
機
意
識
」と
同
時
に
、「
そ
の
奥
底
」に
は
、「
自
由
民
権

運
動
の
時
代
と
い
う
も
の
が
人
び
と
を
引
き
つ
け
て
や
ま
な

い
、お
も
し
ろ
い
時
代
」「
内
容
が
豊
か
な
時
代
」で
あ
る
こ
と
が

あ
り
、そ
れ
を「
も
っ
と
国
民
の
間
に
広
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」（『
同
』）と
指
摘
さ
れ
た
。江
村
氏
の
言
に
は
、時
に
皮
相
的

に
も
な
る
問
題
意
識
を
、よ
り
研
ぎ
澄
ま
せ
よ
、と
い
う
示
唆
が
、

遠
山
氏
の
言
に
は
、民
衆
史
・
国
民
国
家
論
者
の
民
権
運
動
批
判

を
乗
り
越
え
る
、豊
潤
な
研
究
上
の
示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
高
知
の
よ
り
良
き「
遺
産
」を
ふ
ま
え
、来
た
る
大

会
は
、高
知
か
ら「
天
下
の
元
気
を
鼓
舞
」（「
民
撰
議
院
設
立
建

白
書
」の
む
す
び
）す
る
、大
い
な
る
機
会
と
し
た
い
！
高
知
の

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

大
正
大
学
名
誉
教
授
・
特
遇
教
授
　
　
　
　

全
国
自
由
民
権
研
究
顕
彰
連
絡
協
議
会
代
表

福
井
淳

「スクラッチアートのしおりを作ろう！」
10月14日（月・祝）

「民権和綴じノートを作ろう！」
11月16日（土）

「絵馬を作ろう！」
 １月18日（土）

「フラワーアレンジメントを作ろう！」
 ２月15日（土）

「写真立てを作ろう！」
 ３月15日（土）

自由民権150年関連企画

みんけん de マルシェ
会場：１階正面玄関・アトリウム
　人気のお店も出店予定

９月16日（月・祝）10：00～15：00

音で感じる明治時代
会場：１階民権ホール
出演：マム・レヴィユ・トリオ
協力：（公財）高知県文化財団

９月16日（月・祝）14：00～15：30

of love 市特市
会場：１階研修室・アトリウム
　高知市立特別支援学校中学部
作製のコーヒー・ハーブ石鹸・
革製品等の販売

しっとくいち

９月20日（金）10：30～12：00

無料観覧日
  9  月16日（月・祝）
10月19日（土）
11月  3  日（日）

□ 自由民権150年記念事業
□ 立志社創立150年記念企画展
   「民権自由の幕開け」
□ 夏休み子ども歴史教室レポート
□ 資料紹介 「吉良家資料」より武市安哉書簡

予定は変更になる場合があります。詳しくは自由民権記念館までお問い合わせください。　◆は当館内自由民権記念館友の会事務局にお問い合わせください。

自 由 民 権 記 念 館 だ よ り
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● 

板
垣
退
助
邸
跡︵
高
知
市
萩
町
２
丁
目
︶

板
垣
退
助
の
住
居
跡
。県
内
外

の
多
数
の
民
権
家
が
こ
こ
を
訪

れ
、板
垣
ら
土
佐
の
民
権
家
と

交
流
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。当
館
か
ら
車
で
約
５
分
と
、

ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。

● 

一
圓
正
興
記
念
碑︵
高
知
市
本
町
５
丁
目
︶

立
志
社
の
一
等
発
起
人
で
修
立
社
の
社
長
を
務

め
た
、初
代
高
知
市
長
。石
碑
は
1
9
4
9（
昭
和

24
）年
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
す
が
、市
庁
舎
建
替（
令

和
元
年
竣
工
）時
に
移
転
さ

れ
、現
在
の
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

た
と
え
ば
こ
ん
な
史
跡
を
紹
介
し
て
い
ま
す

連
続
講
座

﹁
講
座
　
板
垣
退
助
﹂

︵
全
５
回
︶

自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、高
知
市
内

の
小
中
学
校
を
対
象
に
自
由
民
権
記
念

館
を
訪
問
す
る
た
め
の
交
通
費
を
支
援

す
る
取
組
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、お
申
込
み
い
た
だ
い
た
小
学

校
6
校
に
交
通
費（
バ
ス
借
り
上
げ
料
）

を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
由
民
権
運
動
に
関
す
る
貴
重
な
資

料
を
見
た
り
、学
芸
員
に
よ
る
解
説
を
聞

い
た
り
す
る
な
ど
、博
物
館
な
ら
で
は
の

体
験
を
通
し
て
自
由
民
権
運
動
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

自
由
民
権
運
動
の
研
究
者
で
あ
り
、全

18
巻
に
わ
た
る『
板
垣
退
助
伝
記
資
料
集
』

を
編
集
し
た
公
文
豪
氏
を
講
師
に
迎
え
、

令
和
6
年
6
月
か
ら
開
催
し
てい
ま
す
。

本
講
座
は
、ま
さ
に
こ
の『
板
垣
退
助
伝

記
資
料
集
』編
集
時
に
新
た
に
掘
り
起
こ

さ
れ
た
板
垣
に
関
す
る
資
料
や
情
報
を

紹
介
し
つ
つ
、板
垣
の
生
涯
を
概
観
す
る

も
の
で
す
。い
ず
れ
の
回
も
会
場
と
併
せ

て
Z
oom
配
信
を
行
っ
て
お
り
、参
加
者

数
は
8
月
ま
で
の
全
3
回
で
の
べ
2
7
1

人
と
な
り
ま
し
た
。県
内
外
か
ら
多
く
の

方
に
御
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

講
座
は
、残
す
と
こ
ろ
9
月
・
10
月
の

2
回
と
な
り
ま
し
た
。第
4
回（
9
月
7

日
）の
テ
ー
マ
は「
隈
板
内
閣
の
成
立
と

崩
壊
」、最
終
回
で
あ
る
第
5
回（
10
月
5

日
）の
テ
ー
マ
は「
板
垣
退
助
の
社
会
改

良
・
社
会
政
策
」。豊
富
な
資
料
か
ら
板
垣

の
生
き
ざ
ま
を
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
御
参

加
く
だ
さ
い
。

自
由
民
権
運
動
に
お
け
る
理
論
的
指

導
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、植
木
枝
盛
。そ

の
お
墓
は
高
知
市
山
ノ
端
の
山
中
に
佇

ん
で
い
ま
す
。

令
和
6
年
1
月
、当
館
友
の
会
が
そ
の

墓
参
道
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、今

回
は
、お
墓
の
隣
に
設
置
さ
れ
て
い
る
案

内
看
板
を
修
繕
い
た
し
ま
し
た
。設
置
か

ら
40
年
以
上
経
過
し
、老
朽
化
が
進
ん
で

い
た
こ
の
看
板
。今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
き
っ
か
け
に
、墓
参
さ
れ
た
方
へ
植
木

の
業
績
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
知
市
に
は
、自
由
民
権
運
動
に
関
す

る
数
多
く
の
史
跡
が
あ
り
ま
す
。当
館
で

は
、高
知
市
内
に
点
在
す
る
こ
れ
ら
史
跡

を
1
枚
の
案
内
図（
マ
ッ
プ
）に
ま
と
め
、

来
館
者
や
観
光
客
に
無
料
配
布
し
、好
評

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、こ
ち
ら
の
マ
ッ
プ
の
改
訂
版

を
作
成
し
ま
し
た
。当
館
や
市
内
観
光
案

内
施
設
等
で
お
配
り
す
る
と
と
も
に
、当

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
デ
ー
タ
配
信
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。こ
の
マ
ッ
プ
を
お
供

に
史
跡
巡
り
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、自

由
民
権
運
動
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

豊
富
な
資
料
を
突
き
合
わ
せ
、検
証

し
符
合
す
る
こ
と
の
醍
醐
味
を
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。

幕
末
の
意
外
な
人
間
関
係
の
話
を
聞

く
事
が
で
き
て
、大
変
有
意
義
に
思

い
ま
し
た
。

命
が
け
で（
自
由
）論
議
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
作
っ
た
土
佐
人
の
D
N
A

を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。

高
知
市
で
は
、こ
う
し
た
自
由
民
権

1
5
0
年
記
念
事
業
の
取
組
を
全
国
へ

情
報
発
信
す
る
た
め
に
、ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
御

寄
付
は
、立
志
社
創
立
1
5
0
年
記
念
企

画
展
や「
講
座
板
垣
退
助
」、植
木
枝
盛
墓

看
板
の
修
繕
費
、市
内
小
中
学
校
へ
の
交

通
費
支
援
等
、民
権
1
5
0
年
記
念
事
業

の
費
用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
の
募
集
は
令
和
6
年
9
月
29
日

ま
で
、ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
G
C
F
の

W
e
b
サ
イ
ト（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
及

び
U
R
L
）又
は
当
館
二
階
事
務
室
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。み
な
さ
ま
の
あ
た
た

か
い
御
支
援
を
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

詳しい内容はこちら▷
URL:https://www.furusato-tax.jp/gcf/3012

全国自由民権研究顕彰連絡協議会（全国みんけん連）第５回大会

全国みんけん連は、自由民権運動の研究顕彰を行っている個人・団体同士の連絡機関として、
また、親睦を図ることを目的として結成された全国組織です。
本大会は例年東京で開催されていますが、今年は自由民権150年を記念し、高知で開催いたします。
どなたでも参加できますので、ぜひふるって御参加ください。
全国みんけん連第５回大会　

「自由民権150年の開幕を土佐から」
日　時：令和６年10月19日（土）13：00～17：00
会　場：１階　民権ホール
参加費：無料　※要申込（９月30日〆切）
内　容：記念講演 高知県立大学教授　ヨース・ジョエル氏
 「裁判官、新聞記者、囚人
   ー 『松本新聞』で見る坂崎斌の松本時代とその後」
 研究報告 高知県立高知城歴史博物館学芸員　髙木翔太氏
 「国会開設に関する高知県各社の相違」
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● 

板
垣
退
助
邸
跡︵
高
知
市
萩
町
２
丁
目
︶

板
垣
退
助
の
住
居
跡
。県
内
外

の
多
数
の
民
権
家
が
こ
こ
を
訪

れ
、板
垣
ら
土
佐
の
民
権
家
と

交
流
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。当
館
か
ら
車
で
約
５
分
と
、

ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。

● 

一
圓
正
興
記
念
碑︵
高
知
市
本
町
５
丁
目
︶

立
志
社
の
一
等
発
起
人
で
修
立
社
の
社
長
を
務

め
た
、初
代
高
知
市
長
。石
碑
は
1
9
4
9（
昭
和

24
）年
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
す
が
、市
庁
舎
建
替（
令

和
元
年
竣
工
）時
に
移
転
さ

れ
、現
在
の
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

た
と
え
ば
こ
ん
な
史
跡
を
紹
介
し
て
い
ま
す

連
続
講
座

﹁
講
座
　
板
垣
退
助
﹂

︵
全
５
回
︶

自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、高
知
市
内

の
小
中
学
校
を
対
象
に
自
由
民
権
記
念

館
を
訪
問
す
る
た
め
の
交
通
費
を
支
援

す
る
取
組
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、お
申
込
み
い
た
だ
い
た
小
学

校
6
校
に
交
通
費（
バ
ス
借
り
上
げ
料
）

を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
由
民
権
運
動
に
関
す
る
貴
重
な
資

料
を
見
た
り
、学
芸
員
に
よ
る
解
説
を
聞

い
た
り
す
る
な
ど
、博
物
館
な
ら
で
は
の

体
験
を
通
し
て
自
由
民
権
運
動
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

自
由
民
権
運
動
の
研
究
者
で
あ
り
、全

18
巻
に
わ
た
る『
板
垣
退
助
伝
記
資
料
集
』

を
編
集
し
た
公
文
豪
氏
を
講
師
に
迎
え
、

令
和
6
年
6
月
か
ら
開
催
し
てい
ま
す
。

本
講
座
は
、ま
さ
に
こ
の『
板
垣
退
助
伝

記
資
料
集
』編
集
時
に
新
た
に
掘
り
起
こ

さ
れ
た
板
垣
に
関
す
る
資
料
や
情
報
を

紹
介
し
つ
つ
、板
垣
の
生
涯
を
概
観
す
る

も
の
で
す
。い
ず
れ
の
回
も
会
場
と
併
せ

て
Z
oom
配
信
を
行
っ
て
お
り
、参
加
者

数
は
8
月
ま
で
の
全
3
回
で
の
べ
2
7
1

人
と
な
り
ま
し
た
。県
内
外
か
ら
多
く
の

方
に
御
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

講
座
は
、残
す
と
こ
ろ
9
月
・
10
月
の

2
回
と
な
り
ま
し
た
。第
4
回（
9
月
7

日
）の
テ
ー
マ
は「
隈
板
内
閣
の
成
立
と

崩
壊
」、最
終
回
で
あ
る
第
5
回（
10
月
5

日
）の
テ
ー
マ
は「
板
垣
退
助
の
社
会
改

良
・
社
会
政
策
」。豊
富
な
資
料
か
ら
板
垣

の
生
き
ざ
ま
を
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
御
参

加
く
だ
さ
い
。

自
由
民
権
運
動
に
お
け
る
理
論
的
指

導
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、植
木
枝
盛
。そ

の
お
墓
は
高
知
市
山
ノ
端
の
山
中
に
佇

ん
で
い
ま
す
。

令
和
6
年
1
月
、当
館
友
の
会
が
そ
の

墓
参
道
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、今

回
は
、お
墓
の
隣
に
設
置
さ
れ
て
い
る
案

内
看
板
を
修
繕
い
た
し
ま
し
た
。設
置
か

ら
40
年
以
上
経
過
し
、老
朽
化
が
進
ん
で

い
た
こ
の
看
板
。今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
き
っ
か
け
に
、墓
参
さ
れ
た
方
へ
植
木

の
業
績
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
知
市
に
は
、自
由
民
権
運
動
に
関
す

る
数
多
く
の
史
跡
が
あ
り
ま
す
。当
館
で

は
、高
知
市
内
に
点
在
す
る
こ
れ
ら
史
跡

を
1
枚
の
案
内
図（
マ
ッ
プ
）に
ま
と
め
、

来
館
者
や
観
光
客
に
無
料
配
布
し
、好
評

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、こ
ち
ら
の
マ
ッ
プ
の
改
訂
版

を
作
成
し
ま
し
た
。当
館
や
市
内
観
光
案

内
施
設
等
で
お
配
り
す
る
と
と
も
に
、当

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
デ
ー
タ
配
信
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。こ
の
マ
ッ
プ
を
お
供

に
史
跡
巡
り
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、自

由
民
権
運
動
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

豊
富
な
資
料
を
突
き
合
わ
せ
、検
証

し
符
合
す
る
こ
と
の
醍
醐
味
を
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。

幕
末
の
意
外
な
人
間
関
係
の
話
を
聞

く
事
が
で
き
て
、大
変
有
意
義
に
思

い
ま
し
た
。

命
が
け
で（
自
由
）論
議
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
作
っ
た
土
佐
人
の
D
N
A

を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。

高
知
市
で
は
、こ
う
し
た
自
由
民
権

1
5
0
年
記
念
事
業
の
取
組
を
全
国
へ

情
報
発
信
す
る
た
め
に
、ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
御

寄
付
は
、立
志
社
創
立
1
5
0
年
記
念
企

画
展
や「
講
座
板
垣
退
助
」、植
木
枝
盛
墓

看
板
の
修
繕
費
、市
内
小
中
学
校
へ
の
交

通
費
支
援
等
、民
権
1
5
0
年
記
念
事
業

の
費
用
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
の
募
集
は
令
和
6
年
9
月
29
日

ま
で
、ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
G
C
F
の

W
e
b
サ
イ
ト（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
及

び
U
R
L
）又
は
当
館
二
階
事
務
室
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。み
な
さ
ま
の
あ
た
た

か
い
御
支
援
を
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

詳しい内容はこちら▷
URL:https://www.furusato-tax.jp/gcf/3012
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 当館学芸員・奈良女子大学大学院博士後期課程　汲田美砂氏
 「明治７年民撰議院論争を巡って」
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 高知市立自由民権記念館、高知近代史研究会
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【
期
間
】
令
和
６
年
９
月
14
日（
土
）〜
11
月
24
日（
日
）

【
会
場
】
２
階
　
特
別
展
示
室

Ⅰ  

幕
末
の
土
佐

お
わ
り
に

Ⅱ 

明
治
の
改
革
と
土
佐

Ⅲ 

明
治
六
年
の
政
変
か
ら

　

 

民
撰
議
院
設
立
建
白
へ

立志社跡碑

立志社社屋
（高知市立市民図書館蔵）

迅衝隊集合写真（個人蔵・当館寄託）

「征韓論之図」（当館蔵）

自
由
民
権
運
動
と
は
、早
期
の
国
会

開
設
や
憲
法
制
定
、人
民
の
権
利
・
自

由
の
保
障
を
訴
え
た
明
治
初
期
の
政

治
運
動
で
す
。そ
の
運
動
の
魁
と
さ
れ

る
の
が
、明
治
7（
1
8
7
4
）年
1
月
、

板
垣
退
助
や
副
島
種
臣
ら
に
よ
る
民

撰
議
院
設
立
建
白
書
の
提
出
で
す
。ま

た
、同
年
4
月
に
は
、の
ち
に
自
由
民

権
運
動
の
中
心
地
と
な
る
高
知
で
立

志
社
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。令
和
6

（
2
0
2
4
）年
の
今
年
は
、こ
れ
ら
自

由
民
権
運
動
の
始
ま
り
を
象
徴
す
る

出
来
事
か
ら
1
5
0
年
の
節
目
に
あ

た
り
ま
す
。

当
館
で
は
、こ
の
節
目
の
年
を
記
念

し
企
画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

嘉
永
6（
1
8
5
3
）年
の
ペ
リ
ー
艦
隊

浦
賀
来
航
に
端
を
発
す
る
幕
末
の
動
乱

は
、江
戸
幕
府
支
配
の
正
統
性
を
大
き
く

揺
る
が
す
も
の
で
し
た
。緊
迫
し
た
社
会

情
勢
は
土
佐
藩
に
も
無
関
係
で
は
な
く
、

藩
内
で
は
吉
田
東
洋
を
中
心
と
す
る
改
革

派
と
旧
来
の
門
閥
を
中
心
と
し
た
保
守

派
、そ
し
て
下
士
を
中
心
と
し
た「
土
佐
勤

王
党
」の
三
勢
力
に
分
か
れ
、互
い
に
反
発

を
強
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、上
士
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
尊
王
攘
夷
論
を
唱

え
、し
き
り
に
他
藩
士
と
交
流
を
し
て
い
た

板
垣
の
藩
内
で
の
立
ち
位
置
は
決
し
て
安

定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

板
垣
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
慶
応
4

（
1
8
6
8
）年
に
始
ま
っ
た
戊
辰
戦
争
で

す
。迅
衝
隊
大
隊
司
令
兼
仕
置
格
と
し
て

土
佐
を
出
立
し
た
板
垣
は
、各
地
で
活
躍
。

こ
の
戊
辰
戦
争
で
の
武
功
は
後
々
ま
で
板

垣
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
ま
し
た
。

明
治
新
政
府
は
そ
の
発
足
当
初
か
ら
版

籍
奉
還
や
廃
藩
置
県
な
ど
の
改
革
に
着
手

し
ま
す
。そ
の
目
的
に
は
、幕
藩
体
制
下
で

長
く
続
い
て
き
た
身
分
制
の
解
体
が
あ
り

ま
し
た
。

明
治
3（
1
8
7
0
）年「
藩
制
」に
よ
っ

て「
士
族
卒
之
外
別
ニ
級
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ

ル
」と「
士
族
」と「
卒
」以
上
の
細
分
化
が
禁

止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、士
族
の
等
級
制
を

導
入
し
て
い
た
高
知
藩
で
は
改
革
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
政
府
へ
の
伺
い
を

経
て
実
施
さ
れ
た
の
が「
人
民
平
均
の
理
」

に
基
づ
く
七
ケ
条
の
改
革
令
の
布
告
で
し

た
。こ
こ
で
は
身
分
制
度
を
廃
止
し
、家
格

に
よ
ら
ず
有
能
な
人
材
を
抜
擢
す
る
こ
と

が
表
明
さ
れ
て
お
り
、こ
の
理
念
を
評
価
し

た
他
藩
に
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

明
治
4（
1
8
7
1
）年
に
は
改
革
派
諸

藩
の
連
携
が
図
ら
れ
、会
議
の
場
も
設
け

一
般
に
、明
治
六
年
の
政
変
は
、大
久
保

利
通
・
木
戸
孝
充
・
伊
藤
博
文
ら
海
外
視

察
か
ら
の
帰
国
組
と
西
郷
隆
盛
・
板
垣
・
副

島
ら
留
守
政
府
組
と
の
征
韓
論
を
め
ぐ
る

対
立
か
ら
生
じ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い

ま
す
。西
欧
列
強
視
察
の
経
験
か
ら
、国
内

の
改
革
を
優
先
し「
征
韓
は
延
期
す
べ
き
」

と
考
え
た
大
久
保
ら
は
閣
議
決
定
と
い
う

「
公
議
」を
無
視
す
る
か
た
ち
で
自
分
た
ち

Ⅳ  

立
志
社
創
立

民
撰
議
院
設
立
要
求
が
政
府
に
受
け
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、機
が
熟
し

て
い
な
い
の
を
察
し
た
板
垣
は「
自
分
の
目

が
黒
い
う
ち
に
、必
ず
民
撰
議
院
を
建
て

る
」こ
と
を
誓
い
、明
治
7
年
3
月
に
高
知

へ
帰
郷
し
ま
す
。そ
こ
で
先
に
帰
郷
し
て
い

た
片
岡
健
吉
や
林
有
造
な
ど
と
協
議
し
、

同
志
を
集
め「
立
志
社
」を
創
立
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

同
年
4
月
に
は
2
つ
の
立
志
社
趣
意
書

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。1
つ
目
の
趣
意
書

は
結
社
の
目
的
を
示
す
も
の
で
、2
つ
目
は

広
く「
四
民
」へ
意
識
改
革
を
呼
び
か
け
る

こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
し
た
。

当
初
は
士
族
授
産
が
主
な
活
動
と
な
っ

た
立
志
社
で
す
が
、創
立
後
ま
も
な
い
5
月

に
は
初
め
て
の
演
説
会
を
開
催
し
ま
す
。の

ち
に
立
志
社
の
機
関
紙
や
演
説
会
で
活
躍

す
る
植
木
枝
盛
は
、こ
の
時
に
板
垣
の
演
説

を
聞
い
て
政
治
に
目
覚
め
た
と
語
っ
て
い

ま
す
。

の
主
張
を
通
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、征
韓
論
争
に
敗
れ
辞
職
し

た
参
議
の
う
ち
西
郷
を
除
く
4
人
に
よ
っ

て
政
府
左
院
に
提
出
さ
れ
た
の
が「
民
撰

議
院
設
立
建
白
書
」で
す
。建
白
書
の
要
点

は
専
制
政
府
へ
の
批
判
、納
税
者
に
対
す
る

参
政
権
の
主
張
、早
期
民
撰
議
院
設
立
の

要
求
の
3
点
に
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、立
志
社
は「
立
志
学
舎
」と
い
う

学
校
を
設
立
。こ
の
立
志
学
舎
が
授
産
課

や
運
搬
課
な
ど
、士
族
授
産
の
た
め
の
組
織

と
な
ら
ん
で
早
く
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
や
、そ
の
設
立
趣
意
書
に
み
え
る「
人

学
問
ナ
ク
ン
バ
有
ル
可
カ
ラ
ズ
、国
教
育
ナ

ク
ン
バ
有
ル
可
カ
ラ
ズ
」の
文
言
か
ら
は

「
学
問
」「
教
育
」を
重
視
す
る
立
志
社
の
姿

勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

1
5
0
年
前
、未
だ
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
政
治
参
加
や
権
利
・
自
由
の
保
障
と
い

う
考
え
方
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
日
本

で
、そ
う
し
た「
民
権
自
由
論
」を
広
め
て
い

こ
う
と
し
た
高
知
の
先
人
た
ち
の
長
い
戦

い
は
こ
う
し
て
幕
を
開
け
ま
す
。

企
画
展
で
は
、土
佐
の
自
由
民
権
運
動

を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
板
垣
退

助
や
片
岡
健
吉
の
足
跡
を
追
い
な
が
ら
、

幕
末
か
ら
明
治
10（
1
8
7
7
）年
の
立
志

社
建
白
提
出
ま
で
の
高
知
の
動
き
を
資
料

と
と
も
に
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
パ
ネ
ル
展
示

●
自
由
民
権
１
５
０
年
記
念
講
演
会

　『
中
江
兆
民
の
時
代
』

【
自
由
民
権
1
5
0
年
関
連
企
画
】

ら
れ
ま
し
た
。会
議
の
結
果
、諸
藩
は
、改
革

の
推
進
は「
議
院
」を
開
設
し
て「
一
致
」を

得
た
う
え
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
、議
院
開
設
を
要
求
し
て
い
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

民
権
自
由
の
幕
開
け

立
志
社
創
立
1
5
0
年
記
念
企
画
展

日
時
：
10
月
19
日
㈯  

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
：
１
階
　
民
権
ホ
ー
ル
　

講
師
：
平
田
オ
リ
ザ
氏（
劇
作
家
・
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
学
長
）

『
三
酔
人
経
綸
問
答
』は
、明
治
の
時
代
に
対
話
の
精
神
を
唱
え
た

画
期
的
な
啓
蒙
書
で
し
た
。社
会
の
分
断
が
進
む
日
本
と

世
界
に
お
い
て
、い
ま
こ
そ
、本
書
が
読
み
返
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

『
三
酔
人
経
綸
問
答
』の
書
か
れ
た
時
代
背
景
を
探
り
な
が
ら
、

中
江
兆
民
の
訴
え
た
か
っ
た
点
を「
対
話
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

申
込
不
要

申
込
不
要

参
加
無
料

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

９
月
14
日
㈯
、10
月
５
日
㈯
、11
月
16
日
㈯

各
日  

午
前
11
時
／
午
後
４
時
か
ら
30
分
程
度

担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

※
常
設
展
・
企
画
展
共
通
観
覧
券
を
お
買
い
求
め
の
上
、

　
２
階
特
別
展
示
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料

期
間
：
９
月
14
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

会
場
：
１
階
　
自
由
ギ
ャ
ラ
リ
ー

立
志
社
創
立
前
後
の
日
本
で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
？

民
撰
議
院
設
立
建
白
書
の
提
出
を
中
心
に
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
で
す
。

ぜ
ひ
２
階
の
企
画
展
と
併
せ
て
御
観
覧
く
だ
さ
い
。
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【
期
間
】
令
和
６
年
９
月
14
日（
土
）〜
11
月
24
日（
日
）

【
会
場
】
２
階
　
特
別
展
示
室

Ⅰ  

幕
末
の
土
佐

お
わ
り
に

Ⅱ 

明
治
の
改
革
と
土
佐

Ⅲ 

明
治
六
年
の
政
変
か
ら

　

 

民
撰
議
院
設
立
建
白
へ

立志社跡碑

立志社社屋
（高知市立市民図書館蔵）

迅衝隊集合写真（個人蔵・当館寄託）

「征韓論之図」（当館蔵）

自
由
民
権
運
動
と
は
、早
期
の
国
会

開
設
や
憲
法
制
定
、人
民
の
権
利
・
自

由
の
保
障
を
訴
え
た
明
治
初
期
の
政

治
運
動
で
す
。そ
の
運
動
の
魁
と
さ
れ

る
の
が
、明
治
7（
1
8
7
4
）年
1
月
、

板
垣
退
助
や
副
島
種
臣
ら
に
よ
る
民

撰
議
院
設
立
建
白
書
の
提
出
で
す
。ま

た
、同
年
4
月
に
は
、の
ち
に
自
由
民

権
運
動
の
中
心
地
と
な
る
高
知
で
立

志
社
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。令
和
6

（
2
0
2
4
）年
の
今
年
は
、こ
れ
ら
自

由
民
権
運
動
の
始
ま
り
を
象
徴
す
る

出
来
事
か
ら
1
5
0
年
の
節
目
に
あ

た
り
ま
す
。

当
館
で
は
、こ
の
節
目
の
年
を
記
念

し
企
画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

嘉
永
6（
1
8
5
3
）年
の
ペ
リ
ー
艦
隊

浦
賀
来
航
に
端
を
発
す
る
幕
末
の
動
乱

は
、江
戸
幕
府
支
配
の
正
統
性
を
大
き
く

揺
る
が
す
も
の
で
し
た
。緊
迫
し
た
社
会

情
勢
は
土
佐
藩
に
も
無
関
係
で
は
な
く
、

藩
内
で
は
吉
田
東
洋
を
中
心
と
す
る
改
革

派
と
旧
来
の
門
閥
を
中
心
と
し
た
保
守

派
、そ
し
て
下
士
を
中
心
と
し
た「
土
佐
勤

王
党
」の
三
勢
力
に
分
か
れ
、互
い
に
反
発

を
強
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、上
士
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
尊
王
攘
夷
論
を
唱

え
、し
き
り
に
他
藩
士
と
交
流
を
し
て
い
た

板
垣
の
藩
内
で
の
立
ち
位
置
は
決
し
て
安

定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

板
垣
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
慶
応
4

（
1
8
6
8
）年
に
始
ま
っ
た
戊
辰
戦
争
で

す
。迅
衝
隊
大
隊
司
令
兼
仕
置
格
と
し
て

土
佐
を
出
立
し
た
板
垣
は
、各
地
で
活
躍
。

こ
の
戊
辰
戦
争
で
の
武
功
は
後
々
ま
で
板

垣
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
ま
し
た
。

明
治
新
政
府
は
そ
の
発
足
当
初
か
ら
版

籍
奉
還
や
廃
藩
置
県
な
ど
の
改
革
に
着
手

し
ま
す
。そ
の
目
的
に
は
、幕
藩
体
制
下
で

長
く
続
い
て
き
た
身
分
制
の
解
体
が
あ
り

ま
し
た
。

明
治
3（
1
8
7
0
）年「
藩
制
」に
よ
っ

て「
士
族
卒
之
外
別
ニ
級
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ

ル
」と「
士
族
」と「
卒
」以
上
の
細
分
化
が
禁

止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、士
族
の
等
級
制
を

導
入
し
て
い
た
高
知
藩
で
は
改
革
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
政
府
へ
の
伺
い
を

経
て
実
施
さ
れ
た
の
が「
人
民
平
均
の
理
」

に
基
づ
く
七
ケ
条
の
改
革
令
の
布
告
で
し

た
。こ
こ
で
は
身
分
制
度
を
廃
止
し
、家
格

に
よ
ら
ず
有
能
な
人
材
を
抜
擢
す
る
こ
と

が
表
明
さ
れ
て
お
り
、こ
の
理
念
を
評
価
し

た
他
藩
に
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

明
治
4（
1
8
7
1
）年
に
は
改
革
派
諸

藩
の
連
携
が
図
ら
れ
、会
議
の
場
も
設
け

一
般
に
、明
治
六
年
の
政
変
は
、大
久
保

利
通
・
木
戸
孝
充
・
伊
藤
博
文
ら
海
外
視

察
か
ら
の
帰
国
組
と
西
郷
隆
盛
・
板
垣
・
副

島
ら
留
守
政
府
組
と
の
征
韓
論
を
め
ぐ
る

対
立
か
ら
生
じ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い

ま
す
。西
欧
列
強
視
察
の
経
験
か
ら
、国
内

の
改
革
を
優
先
し「
征
韓
は
延
期
す
べ
き
」

と
考
え
た
大
久
保
ら
は
閣
議
決
定
と
い
う

「
公
議
」を
無
視
す
る
か
た
ち
で
自
分
た
ち

Ⅳ  

立
志
社
創
立

民
撰
議
院
設
立
要
求
が
政
府
に
受
け
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、機
が
熟
し

て
い
な
い
の
を
察
し
た
板
垣
は「
自
分
の
目

が
黒
い
う
ち
に
、必
ず
民
撰
議
院
を
建
て

る
」こ
と
を
誓
い
、明
治
7
年
3
月
に
高
知

へ
帰
郷
し
ま
す
。そ
こ
で
先
に
帰
郷
し
て
い

た
片
岡
健
吉
や
林
有
造
な
ど
と
協
議
し
、

同
志
を
集
め「
立
志
社
」を
創
立
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

同
年
4
月
に
は
2
つ
の
立
志
社
趣
意
書

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。1
つ
目
の
趣
意
書

は
結
社
の
目
的
を
示
す
も
の
で
、2
つ
目
は

広
く「
四
民
」へ
意
識
改
革
を
呼
び
か
け
る

こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
し
た
。

当
初
は
士
族
授
産
が
主
な
活
動
と
な
っ

た
立
志
社
で
す
が
、創
立
後
ま
も
な
い
5
月

に
は
初
め
て
の
演
説
会
を
開
催
し
ま
す
。の

ち
に
立
志
社
の
機
関
紙
や
演
説
会
で
活
躍

す
る
植
木
枝
盛
は
、こ
の
時
に
板
垣
の
演
説

を
聞
い
て
政
治
に
目
覚
め
た
と
語
っ
て
い

ま
す
。

の
主
張
を
通
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、征
韓
論
争
に
敗
れ
辞
職
し

た
参
議
の
う
ち
西
郷
を
除
く
4
人
に
よ
っ

て
政
府
左
院
に
提
出
さ
れ
た
の
が「
民
撰

議
院
設
立
建
白
書
」で
す
。建
白
書
の
要
点

は
専
制
政
府
へ
の
批
判
、納
税
者
に
対
す
る

参
政
権
の
主
張
、早
期
民
撰
議
院
設
立
の

要
求
の
3
点
に
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、立
志
社
は「
立
志
学
舎
」と
い
う

学
校
を
設
立
。こ
の
立
志
学
舎
が
授
産
課

や
運
搬
課
な
ど
、士
族
授
産
の
た
め
の
組
織

と
な
ら
ん
で
早
く
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
や
、そ
の
設
立
趣
意
書
に
み
え
る「
人

学
問
ナ
ク
ン
バ
有
ル
可
カ
ラ
ズ
、国
教
育
ナ

ク
ン
バ
有
ル
可
カ
ラ
ズ
」の
文
言
か
ら
は

「
学
問
」「
教
育
」を
重
視
す
る
立
志
社
の
姿

勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

1
5
0
年
前
、未
だ
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
政
治
参
加
や
権
利
・
自
由
の
保
障
と
い

う
考
え
方
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
日
本

で
、そ
う
し
た「
民
権
自
由
論
」を
広
め
て
い

こ
う
と
し
た
高
知
の
先
人
た
ち
の
長
い
戦

い
は
こ
う
し
て
幕
を
開
け
ま
す
。

企
画
展
で
は
、土
佐
の
自
由
民
権
運
動

を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
板
垣
退

助
や
片
岡
健
吉
の
足
跡
を
追
い
な
が
ら
、

幕
末
か
ら
明
治
10（
1
8
7
7
）年
の
立
志

社
建
白
提
出
ま
で
の
高
知
の
動
き
を
資
料

と
と
も
に
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
パ
ネ
ル
展
示

●
自
由
民
権
１
５
０
年
記
念
講
演
会

　『
中
江
兆
民
の
時
代
』

【
自
由
民
権
1
5
0
年
関
連
企
画
】

ら
れ
ま
し
た
。会
議
の
結
果
、諸
藩
は
、改
革

の
推
進
は「
議
院
」を
開
設
し
て「
一
致
」を

得
た
う
え
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
、議
院
開
設
を
要
求
し
て
い
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

民
権
自
由
の
幕
開
け

立
志
社
創
立
1
5
0
年
記
念
企
画
展

日
時
：
10
月
19
日
㈯  

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
：
１
階
　
民
権
ホ
ー
ル
　

講
師
：
平
田
オ
リ
ザ
氏（
劇
作
家
・
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
学
長
）

『
三
酔
人
経
綸
問
答
』は
、明
治
の
時
代
に
対
話
の
精
神
を
唱
え
た

画
期
的
な
啓
蒙
書
で
し
た
。社
会
の
分
断
が
進
む
日
本
と

世
界
に
お
い
て
、い
ま
こ
そ
、本
書
が
読
み
返
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

『
三
酔
人
経
綸
問
答
』の
書
か
れ
た
時
代
背
景
を
探
り
な
が
ら
、

中
江
兆
民
の
訴
え
た
か
っ
た
点
を「
対
話
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

申
込
不
要

申
込
不
要

参
加
無
料

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

９
月
14
日
㈯
、10
月
５
日
㈯
、11
月
16
日
㈯

各
日  

午
前
11
時
／
午
後
４
時
か
ら
30
分
程
度

担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

※
常
設
展
・
企
画
展
共
通
観
覧
券
を
お
買
い
求
め
の
上
、

　
２
階
特
別
展
示
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

入
場
無
料

期
間
：
９
月
14
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

会
場
：
１
階
　
自
由
ギ
ャ
ラ
リ
ー

立
志
社
創
立
前
後
の
日
本
で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
？

民
撰
議
院
設
立
建
白
書
の
提
出
を
中
心
に
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
で
す
。

ぜ
ひ
２
階
の
企
画
展
と
併
せ
て
御
観
覧
く
だ
さ
い
。
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◆「
吉
良
家
資
料
」よ
り

武
市
安
哉
書
簡

当
館
紀
要
№
27
に
掲
載
し
た「
吉
良

家
資
料
目
録
」の
中
か
ら
、武
市
安
哉

書
簡（
Ｄ
‐
５
‐
16
）を
取
り
上
げ
る
。

本
書
簡
は
、封
筒
表
が「
高
知
県
高

知
市
帯
屋
町  

山
田
平
左
衛
門
殿
」、封

筒
裏
が「
三
月
十
日  

東
京
麹
町
区
麹

町
一
丁
目
六
番
地
城
西
館  

武
市
安

哉
」、消
印
は「
廿
四
年
三
月
十
日
」で

あ
る
。

本
文
の
宛
先
は「
北
村
兄
　
都
築
兄

山
田
兄  

細
川
兄  

吉
良
兄  

竹
村
兄  

阪
本
兄  

弘
瀬
兄  

外
諸
君
」と
あ
り
、

こ
れ
は
、北
村
守
之
助
、都
築
茂
理
馬
、

山
田
平
左
衛
門
、細
川
義
昌
、吉
良
順

吉
、竹
村
太
郎
、阪
本（
坂
本
）直
寛
、弘

瀬
重
正
と
思
わ
れ
、こ
の
８
名
が
当
時

の
高
知
の
民
権
派
組
織
海
南
社
の
幹

部
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

彼
ら
が
回
覧
し
最
終
的
に
吉
良
の

手
元
に
残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

吉
良
順
吉
は
、弘
岡
下
ノ
村
出
身
、

長
く
県
会
議
員
、県
会
議
長
を
務
め
た

民
権
派
の
重
鎮
で
、海
南
自
由
党
常
置

委
員
に
も
な
っ
た
。

武
市
安
哉
は
長
岡
郡
大
埇
村
出
身
、

県
会
議
員
、海
南
自
由
党
常
置
委
員
、

三
大
事
件
建
白
運
動
で
は
保
安
条
例

の
退
去
命
令
を
拒
否
し
入
獄
、国
会
議

員
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
浦
臼
入
植

な
ど
波
乱
万
丈
の
人
生
を
送
っ
た
。

書
簡
が
記
さ
れ
た
１
８
９
１（
明
治

24
）年
の
冬
は
所
謂「
土
佐
派
の
裏
切

り
」に
よ
り
政
界
に
激
震
が
走
っ
た
と

き
で
あ
る
。

第
一
議
会
は
前
年
11
月
29
日
に
開

会
し
、多
数
を
占
め
て
い
た
民
党
は「
政

費
節
減
」「
民
力
休
養
」を
掲
げ
、政
府

の
予
算
案
削
減
を
進
め
た
。こ
れ
に
対

し
山
県
内
閣
は
強
硬
に
反
論
し
両
者

の
対
立
が
険
悪
化
す
る
中
、２
月
20
日

土
佐
派
と
呼
ば
れ
る
議
員
が
政
府
と

の
妥
協
に
ま
わ
る
事
態
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
民
党
の
攻
勢
が
挫
折
、

３
月
２
日
衆
議
院
が
予
算
案
を
修
正

可
決
、３
月
６
日
貴
族
院
を
通
過
、３

月
８
日
第
一
議
会
閉
会
。こ
れ
よ
り
先
、

２
月
24
日
妥
協
し
た
24
名
は
立
憲
自

由
党
を
脱
党
、さ
ら
に
５
名
を
加
え
て

25
日
に
自
由
倶
楽
部
を
結
成
し
た
。

こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
期
の
３
月

10
日
に
海
南
社
か
ら
東
京
に
派
遣
さ

れ
て
い
た
武
市
か
ら
高
知
の
幹
部
に

宛
て
た
書
簡
で
あ
り
、当
時
の
緊
迫
し

た
状
況
を
伝
え
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

武
市
が
書
簡
で
伝
え
た
か
っ
た
こ

と
は
概
ね
次
の
よ
う
に
な
る
。

新
組
織
に
つ
い
て
、「
政
社
組
織
」か

「
非
政
社
組
織
」か
の
意
見
の
違
い
が
あ

る
。高
知
県
以
外
は「
選
挙
区
感
情
の

制
裁
を
受
る
は
免
か
れ
さ
る
事
情
」が

あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。い
ず
れ

に
せ
よ
主
義
綱
領
は
必
要
と
決
し
、植

木
ら
が
起
草
委
員
と
な
っ
た
。

緊
要
問
題
と
し
て
条
約
改
正
と
新

組
織
成
立
後
の
運
動
方
針
と
次
の
国

会
に
対
す
る
方
針
の
３
点
を
挙
げ
る
。

一
、条
約
改
正
問
題
で
は「
我
党
の
意

見
ヲ
定
ム
ル
事
」が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

二
、運
動
方
針
で
は
直
ち
に
党
勢
拡

張
を
図
る
か
、立
憲
自
由
党
の
分
裂
を

待
つ
か
の
論
点
が
あ
る
。現
状
は「
各
地

議
員
薄
弱
ニ
シ
テ
頼
み
甲
斐
ナ
キ
者

多
分
有
之
表
面
運
動
を
ナ
ス
ノ
気
力

ト
余
力
無
之
」と
嘆
き
、立
憲
自
由
党

は
大
演
説
会
を
開
い
て「
脱
党
議
員
を

攻
撃
セ
ン
ト
」し
て
い
る
、そ
し
て「
高

知
人
士
ニ
向
ツ
テ
の
悪
評
誹
謗
四
面
を

充
タ
シ
」て
い
る
と
、困
難
に
直
面
し
て

い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

三
、国
会
方
針
で
は「
本
年
の
国
会
ニ

対
ス
ル
方
針
ヲ
定
メ
且
ツ
貴
族
院
議

員
ニ
向
ツ
テ
地
租
軽
減
論
ヲ
議
る
必

要
ア
ル
コ
ト
」と
記
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も「
高
知
人
士
の
一
挙
一
動

は
今
日
生
死
の
岐
路
に
立
チ
一
歩
を
誤

ラ
ハ
忽
チ
ニ
シ
テ
積
年
の
苦
心
を
水
泡

ニ
帰
セ
シ
ム
ル
」と
危
機
感
を
吐
露
し
、

武
市
等
の
意
見
と
し
て
は「
先
ツ
四
代

議
士
ハ
無
論
滞
京
を
以
テ
奮
発
シ
テ
モ

ラ
イ
県
地
の
同
士
ニ
於
テ
も
苟
モ
政
治

家
ヲ
以
テ
任
る
限
リ
ハ
非
常
の
力
を

発
」す
る
こ
と
を
求
め
、「
以
上
の
緊
要

件
ニ
付
県
人
会
を
開
く
筈
ニ
致
候
間

右
会
の
結
果
ニ
よ
り
更
に
御
報
道
可

申
上
候
」と
次
報
を
予
告
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に「
土
佐
派
の
裏
切
り
」

後
の
困
難
な
状
況
を
伝
え
、そ
の
中
で

打
開
策
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
、土
佐
の
民
権
運
動
史
に
と
っ

て
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

※
本
欄
で
は
、紙
幅
の
関
係
で
内
容
紹
介

に
止
め
、背
景
を
含
め
た
詳
細
な
分
析
は
別

途
報
告
し
た
い
。

封筒（表）封筒（裏）

7
月
31
日（
水
）、今
年
で
27
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏
休
み
子
ど

も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共
催
に

よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
、ク
イ
ズ
な
ど

で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の

で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
1
年
生
ま
で

の
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
開
け
の
通
常
開
催
は
今
年
で
2
度
目
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科

部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民
謡
協
会
」及
び
劇
団「
笛
の
会
」の
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7
月
31
日（
水
）、今
年
で
27
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏
休
み
子
ど

も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共
催
に

よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
、ク
イ
ズ
な
ど

で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の

で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
1
年
生
ま
で

の
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
開
け
の
通
常
開
催
は
今
年
で
2
度
目
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科

部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民
謡
協
会
」及
び
劇
団「
笛
の
会
」の
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室

レ
ポ
�
ト

５つのチェックポイントを班ごとに回りながら、クイズに挑戦

常設展示室をまわりながら、10問の
民権クイズに挑戦！展示資料の中にあ
るヒントから難しい問題も解き、ラ
リーマップに民権家スタンプを集める
ことができました。

劇団「笛の会」による明治時代の「自
由民権運動大演説会」を再現したお
芝居を鑑賞。劇団員の皆さんの見事
な演技で、子ども達は当時の人々の
熱い想いを感じることができました。

明治時代に作られた「民権すごろく」
を体験。くずし字や旧字体にもチャレ
ンジしながら、振り出しの「男女同権」
からスタートし上がりの「国会」を目
指しました。

「高知県民謡協会」の皆さんの三味線の
伴奏に合わせて、「よしや節」を歌いまし
た。緊張していた子どもたちも、民謡協
会の皆さんの御指導のおかげで、手拍子
を取りながら元気よく歌いきりました♪
歌ったあとは、錦絵パズルで楽しみました。

クイズラリークイズラリー

　開会式
社会科部会の先生の司会でスタート。館長の挨拶を聞いて、
植木枝盛が分かりやすく説明してくれる映像資料「自由民
権って何？」を鑑賞すれば、クイズラリーの準備は完ぺき。

第５チェックポイント
（民権歌謡の合唱）

第３チェックポイント
（民権座で観劇）

第1・第2チェックポイント
（民権クイズに挑戦！）

第４チェックポイント
 （民権すごろく遊びを体験）
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◆「
吉
良
家
資
料
」よ
り

武
市
安
哉
書
簡

当
館
紀
要
№
27
に
掲
載
し
た「
吉
良

家
資
料
目
録
」の
中
か
ら
、武
市
安
哉

書
簡（
Ｄ
‐
５
‐
16
）を
取
り
上
げ
る
。

本
書
簡
は
、封
筒
表
が「
高
知
県
高

知
市
帯
屋
町  

山
田
平
左
衛
門
殿
」、封

筒
裏
が「
三
月
十
日  

東
京
麹
町
区
麹

町
一
丁
目
六
番
地
城
西
館  

武
市
安

哉
」、消
印
は「
廿
四
年
三
月
十
日
」で

あ
る
。

本
文
の
宛
先
は「
北
村
兄
　
都
築
兄

山
田
兄  

細
川
兄  

吉
良
兄  

竹
村
兄  

阪
本
兄  

弘
瀬
兄  

外
諸
君
」と
あ
り
、

こ
れ
は
、北
村
守
之
助
、都
築
茂
理
馬
、

山
田
平
左
衛
門
、細
川
義
昌
、吉
良
順

吉
、竹
村
太
郎
、阪
本（
坂
本
）直
寛
、弘

瀬
重
正
と
思
わ
れ
、こ
の
８
名
が
当
時

の
高
知
の
民
権
派
組
織
海
南
社
の
幹

部
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

彼
ら
が
回
覧
し
最
終
的
に
吉
良
の

手
元
に
残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

吉
良
順
吉
は
、弘
岡
下
ノ
村
出
身
、

長
く
県
会
議
員
、県
会
議
長
を
務
め
た

民
権
派
の
重
鎮
で
、海
南
自
由
党
常
置

委
員
に
も
な
っ
た
。

武
市
安
哉
は
長
岡
郡
大
埇
村
出
身
、

県
会
議
員
、海
南
自
由
党
常
置
委
員
、

三
大
事
件
建
白
運
動
で
は
保
安
条
例

の
退
去
命
令
を
拒
否
し
入
獄
、国
会
議

員
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
浦
臼
入
植

な
ど
波
乱
万
丈
の
人
生
を
送
っ
た
。

書
簡
が
記
さ
れ
た
１
８
９
１（
明
治

24
）年
の
冬
は
所
謂「
土
佐
派
の
裏
切

り
」に
よ
り
政
界
に
激
震
が
走
っ
た
と

き
で
あ
る
。

第
一
議
会
は
前
年
11
月
29
日
に
開

会
し
、多
数
を
占
め
て
い
た
民
党
は「
政

費
節
減
」「
民
力
休
養
」を
掲
げ
、政
府

の
予
算
案
削
減
を
進
め
た
。こ
れ
に
対

し
山
県
内
閣
は
強
硬
に
反
論
し
両
者

の
対
立
が
険
悪
化
す
る
中
、２
月
20
日

土
佐
派
と
呼
ば
れ
る
議
員
が
政
府
と

の
妥
協
に
ま
わ
る
事
態
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
民
党
の
攻
勢
が
挫
折
、

３
月
２
日
衆
議
院
が
予
算
案
を
修
正

可
決
、３
月
６
日
貴
族
院
を
通
過
、３

月
８
日
第
一
議
会
閉
会
。こ
れ
よ
り
先
、

２
月
24
日
妥
協
し
た
24
名
は
立
憲
自

由
党
を
脱
党
、さ
ら
に
５
名
を
加
え
て

25
日
に
自
由
倶
楽
部
を
結
成
し
た
。

こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
期
の
３
月

10
日
に
海
南
社
か
ら
東
京
に
派
遣
さ

れ
て
い
た
武
市
か
ら
高
知
の
幹
部
に

宛
て
た
書
簡
で
あ
り
、当
時
の
緊
迫
し

た
状
況
を
伝
え
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

武
市
が
書
簡
で
伝
え
た
か
っ
た
こ

と
は
概
ね
次
の
よ
う
に
な
る
。

新
組
織
に
つ
い
て
、「
政
社
組
織
」か

「
非
政
社
組
織
」か
の
意
見
の
違
い
が
あ

る
。高
知
県
以
外
は「
選
挙
区
感
情
の

制
裁
を
受
る
は
免
か
れ
さ
る
事
情
」が

あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。い
ず
れ

に
せ
よ
主
義
綱
領
は
必
要
と
決
し
、植

木
ら
が
起
草
委
員
と
な
っ
た
。

緊
要
問
題
と
し
て
条
約
改
正
と
新

組
織
成
立
後
の
運
動
方
針
と
次
の
国

会
に
対
す
る
方
針
の
３
点
を
挙
げ
る
。

一
、条
約
改
正
問
題
で
は「
我
党
の
意

見
ヲ
定
ム
ル
事
」が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

二
、運
動
方
針
で
は
直
ち
に
党
勢
拡

張
を
図
る
か
、立
憲
自
由
党
の
分
裂
を

待
つ
か
の
論
点
が
あ
る
。現
状
は「
各
地

議
員
薄
弱
ニ
シ
テ
頼
み
甲
斐
ナ
キ
者

多
分
有
之
表
面
運
動
を
ナ
ス
ノ
気
力

ト
余
力
無
之
」と
嘆
き
、立
憲
自
由
党

は
大
演
説
会
を
開
い
て「
脱
党
議
員
を

攻
撃
セ
ン
ト
」し
て
い
る
、そ
し
て「
高

知
人
士
ニ
向
ツ
テ
の
悪
評
誹
謗
四
面
を

充
タ
シ
」て
い
る
と
、困
難
に
直
面
し
て

い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

三
、国
会
方
針
で
は「
本
年
の
国
会
ニ

対
ス
ル
方
針
ヲ
定
メ
且
ツ
貴
族
院
議

員
ニ
向
ツ
テ
地
租
軽
減
論
ヲ
議
る
必

要
ア
ル
コ
ト
」と
記
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も「
高
知
人
士
の
一
挙
一
動

は
今
日
生
死
の
岐
路
に
立
チ
一
歩
を
誤

ラ
ハ
忽
チ
ニ
シ
テ
積
年
の
苦
心
を
水
泡

ニ
帰
セ
シ
ム
ル
」と
危
機
感
を
吐
露
し
、

武
市
等
の
意
見
と
し
て
は「
先
ツ
四
代

議
士
ハ
無
論
滞
京
を
以
テ
奮
発
シ
テ
モ

ラ
イ
県
地
の
同
士
ニ
於
テ
も
苟
モ
政
治

家
ヲ
以
テ
任
る
限
リ
ハ
非
常
の
力
を

発
」す
る
こ
と
を
求
め
、「
以
上
の
緊
要

件
ニ
付
県
人
会
を
開
く
筈
ニ
致
候
間

右
会
の
結
果
ニ
よ
り
更
に
御
報
道
可

申
上
候
」と
次
報
を
予
告
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に「
土
佐
派
の
裏
切
り
」

後
の
困
難
な
状
況
を
伝
え
、そ
の
中
で

打
開
策
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
、土
佐
の
民
権
運
動
史
に
と
っ

て
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

※
本
欄
で
は
、紙
幅
の
関
係
で
内
容
紹
介

に
止
め
、背
景
を
含
め
た
詳
細
な
分
析
は
別

途
報
告
し
た
い
。

封筒（表）封筒（裏）

7
月
31
日（
水
）、今
年
で
27
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏
休
み
子
ど

も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共
催
に

よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
、ク
イ
ズ
な
ど

で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の

で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
1
年
生
ま
で

の
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
開
け
の
通
常
開
催
は
今
年
で
2
度
目
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科

部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民
謡
協
会
」及
び
劇
団「
笛
の
会
」の
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7
月
31
日（
水
）、今
年
で
27
回
目
と
な
る
恒
例
の「
夏
休
み
子
ど

も
歴
史
教
室
」を
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共
催
に

よ
り
、自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
を
、ク
イ
ズ
な
ど

で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の

で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
1
年
生
ま
で

の
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
開
け
の
通
常
開
催
は
今
年
で
2
度
目
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科

部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民
謡
協
会
」及
び
劇
団「
笛
の
会
」の
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室

レ
ポ
�
ト

５つのチェックポイントを班ごとに回りながら、クイズに挑戦

常設展示室をまわりながら、10問の
民権クイズに挑戦！展示資料の中にあ
るヒントから難しい問題も解き、ラ
リーマップに民権家スタンプを集める
ことができました。

劇団「笛の会」による明治時代の「自
由民権運動大演説会」を再現したお
芝居を鑑賞。劇団員の皆さんの見事
な演技で、子ども達は当時の人々の
熱い想いを感じることができました。

明治時代に作られた「民権すごろく」
を体験。くずし字や旧字体にもチャレ
ンジしながら、振り出しの「男女同権」
からスタートし上がりの「国会」を目
指しました。

「高知県民謡協会」の皆さんの三味線の
伴奏に合わせて、「よしや節」を歌いまし
た。緊張していた子どもたちも、民謡協
会の皆さんの御指導のおかげで、手拍子
を取りながら元気よく歌いきりました♪
歌ったあとは、錦絵パズルで楽しみました。

クイズラリークイズラリー

　開会式
社会科部会の先生の司会でスタート。館長の挨拶を聞いて、
植木枝盛が分かりやすく説明してくれる映像資料「自由民
権って何？」を鑑賞すれば、クイズラリーの準備は完ぺき。

第５チェックポイント
（民権歌謡の合唱）

第３チェックポイント
（民権座で観劇）

第1・第2チェックポイント
（民権クイズに挑戦！）

第４チェックポイント
 （民権すごろく遊びを体験）
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高
知
か
ら「
天
下
の
元
気
を
鼓
舞
」せ
よ
！

行 事 予 定（秋・冬）

ワークショップ

９月14日（土）～ 11月24日（日）
立志社創立150年記念企画展

「民権自由の幕開け」
会場：２階特別展示室
※常設展・企画展共通観覧券が必要
・担当学芸員による展示解説

  9  月14日（土）
10月  5 日（土）
11月16日（土）
各日  11時～／16時～（30分程度）
※常設展・企画展共通観覧券をお買い求めの上、
　２階特別展示室にお越しください。

・パネル展
会場：１階自由ギャラリー
※入場無料

12月13日（金）10：00～
◆「兆民忌」
集合場所：高知市筆山登り口（雨天中止）
筆山にある中江家墓所の清掃と墓参り

12月22日（日）13：30 ～
◆第26回　民権凧まつり
「土佐凧を作ろう」
会場：１階自由ギャラリー
参加費：500円

要申込

２月１日（土）13：30～16：30
■高知近代史研究会第120回研究会
「高知県社会運動史研究の

　　　　　　　　　  成果と課題」
講師：吉田文茂氏
　　（高知県社会運動史研究会副会長）
会場：１階研修室

２月13日（木）～15日（土）
◆「民権150年」記念史跡めぐり
「五日市憲法を見に行こう」
場所：甲府市、町田市、東京都
※詳細は友の会事務局にお問い合わせください。

要申込

１月18日（土）～ ２月24 日（月・祝）
■第25回社会科自由研究作品展
会場：１階自由ギャラリー
市内小中学生の社会科に関する研究作品を展示

１月23日（木）10：00～
◆「無天忌」
集合場所：高知市小高坂市民会館（雨天中止）
山ノ端町にある植木枝盛の墓所の清掃と墓参り

１月４日（土）14：00～
◆第26回　民権凧まつり
「土佐凧を揚げよう」
会場：鏡川北岸トリム公園（雨天中止）

９月21日（土）13：30～16：00
◆第24回「県詞の日」記念講演会
「土佐自由民権運動と

　　　   　　  キリスト教について」
講師：黒田若雄氏（高知教会牧師）
会場：１階民権ホール

10月19日（土）10：00～11：30
記念講演会

「中江兆民の時代」
講師：平田オリザ氏
　　（劇作家・芸術文化観光専門職大学学長）
会場：１階民権ホール

９月７日（土）14：00～16：00
連続講座  板垣退助
第４回「隈板内閣の成立と崩壊」
講師：公文豪氏（自由民権運動研究者）
会場：１階民権ホール

10月５日（土）14：00～16：00
連続講座  板垣退助
第５回「板垣退助の
　　　　社会改良・社会政策」
講師：公文豪氏（自由民権運動研究者）
会場：１階民権ホール

10月19日（土）13：00～ 要申込

全国自由民権研究顕彰
連絡協議会（全国みんけん連）
第５回大会記念講演
講師：ヨース・ジョエル氏（高知県立大学教授）
会場：１階民権ホール

定員：各回15名
会場：１階研修室
参加費：500円
※午前・午後とも参加者対象の
　展示クイズラリーあり

午前の部  10：00～12：00
午後の部  14：00～16：00

要電話
予約

本
年
一
〇
月
、高
知
に
て「
第
五
回 

全
国
自
由
民
権
研
究
顕

彰
連
絡
協
議
会
大
会
」（
略
称 
全
国
み
ん
け
ん
連
、二
〇
一
九
年

一
〇
月
に
第
一
回
大
会
）を
、「
自
由
民
権
一
五
〇
年
」を
迎
え
ら

れ
て
い
る
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
な
ど
高
知
の
多
く
の

皆
様
と
共
に
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

全
国
み
ん
け
ん
連
は
、民
権
運
動
の
研
究
顕
彰
等
の
団
体
・

機
関
・
個
人
が「
自
由
に
、ゆ
る
や
か
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

尊
重
し
て
連
絡
や
協
議
等
を
行
い
、か
つ
親
睦
を
図
る
」（
同
会

「
規
則
」）、唯
一
の
全
国
組
織
と
し
て
、大
会
・
研
究
発
表
会
で
民

権
結
社
や
政
党
研
究
で
の
蓄
積
を
重
ね
て
き
た
。

さ
て
、高
知
で
の
自
由
民
権
の「
大
会
」と
い
え
ば
、一
九
八
七

年
一
一
月
の「
自
由
民
権
百
年
第
三
回
全
国
集
会
」が
懐
か
し
く

思
い
起
こ
さ
れ
る
。記
念
講
演
の
江
村
栄
一
氏
は
、「
現
代
の
民

主
主
義
へ
の
危
機
」へ
の「
対
応
」と
い
う
面
よ
り
、「
も
っ
と
深

い
と
こ
ろ
に
あ
る
底
流
」と
し
て
、「
自
立
し
た
人
間
」「
個
人
」が

「
手
を
つ
な
ぐ
運
動
」が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た

（
集
会
記
録『
自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り
』三
省
堂
、一
九
八
九

年
）。一
方
、実
行
委
顧
問
の
遠
山
茂
樹
氏
は
、「
民
主
主
義
に
た

い
す
る
危
機
意
識
」と
同
時
に
、「
そ
の
奥
底
」に
は
、「
自
由
民
権

運
動
の
時
代
と
い
う
も
の
が
人
び
と
を
引
き
つ
け
て
や
ま
な

い
、お
も
し
ろ
い
時
代
」「
内
容
が
豊
か
な
時
代
」で
あ
る
こ
と
が

あ
り
、そ
れ
を「
も
っ
と
国
民
の
間
に
広
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」（『
同
』）と
指
摘
さ
れ
た
。江
村
氏
の
言
に
は
、時
に
皮
相
的

に
も
な
る
問
題
意
識
を
、よ
り
研
ぎ
澄
ま
せ
よ
、と
い
う
示
唆
が
、

遠
山
氏
の
言
に
は
、民
衆
史
・
国
民
国
家
論
者
の
民
権
運
動
批
判

を
乗
り
越
え
る
、豊
潤
な
研
究
上
の
示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
高
知
の
よ
り
良
き「
遺
産
」を
ふ
ま
え
、来
た
る
大

会
は
、高
知
か
ら「
天
下
の
元
気
を
鼓
舞
」（「
民
撰
議
院
設
立
建

白
書
」の
む
す
び
）す
る
、大
い
な
る
機
会
と
し
た
い
！
高
知
の

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

大
正
大
学
名
誉
教
授
・
特
遇
教
授
　
　
　
　

全
国
自
由
民
権
研
究
顕
彰
連
絡
協
議
会
代
表

福
井
淳

「スクラッチアートのしおりを作ろう！」
10月14日（月・祝）

「民権和綴じノートを作ろう！」
11月16日（土）

「絵馬を作ろう！」
 １月18日（土）

「フラワーアレンジメントを作ろう！」
 ２月15日（土）

「写真立てを作ろう！」
 ３月15日（土）

自由民権150年関連企画

みんけん de マルシェ
会場：１階正面玄関・アトリウム
　人気のお店も出店予定

９月16日（月・祝）10：00～15：00

音で感じる明治時代
会場：１階民権ホール
出演：マム・レヴィユ・トリオ
協力：（公財）高知県文化財団

９月16日（月・祝）14：00～15：30

of love 市特市
会場：１階研修室・アトリウム
　高知市立特別支援学校中学部
作製のコーヒー・ハーブ石鹸・
革製品等の販売

しっとくいち

９月20日（金）10：30～12：00

無料観覧日
  9  月16日（月・祝）
10月19日（土）
11月  3  日（日）

□ 自由民権150年記念事業
□ 立志社創立150年記念企画展
   「民権自由の幕開け」
□ 夏休み子ども歴史教室レポート
□ 資料紹介 「吉良家資料」より武市安哉書簡

予定は変更になる場合があります。詳しくは自由民権記念館までお問い合わせください。　◆は当館内自由民権記念館友の会事務局にお問い合わせください。

自 由 民 権 記 念 館 だ よ り
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